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　本書ではLEGO Education SPIKE プライムを
用いたロボットプログラミングの方法を解説し

ています。初心者でも「基礎編」「応用編」の

順に学習を進めていくことで、ロボットプログ

ラミングを段階的にマスターできるよう構成。

GUIプログラムとPython言語の開発環境が用意
されているため、本書でも2種類のプログラム
を併記しました。第4版は実践的なPythonプロ
グラムの使い方であるリストやクラス定義など

を新たに追加し、実際のロボットプログラムが

理解できる内容になっています。

内容紹介

 LEGO Education SPIKE プライムで目指せロボコン！

全国の書店・ネット書店にてお求めい

ただけます。お取り扱い店は以下の

ウェブページをご覧ください。

https://www.kindaikagaku.co.jp/book_l
ist/detail/9784764961326/

実践ロボットプログラミング 第4版
ロボットキットLEGO Education SPIKEに対応した、

ロボットプログラミング初心者のための教科書がバージョンアップ！

https://www.canva.com/design/DAGxbZ7_ffo/sHjbuAq7HuiEJkrETh7FYQ/edit
https://www.canva.com/design/DAGxbZ7_ffo/sHjbuAq7HuiEJkrETh7FYQ/edit
https://www.canva.com/design/DAGxbZ7_ffo/sHjbuAq7HuiEJkrETh7FYQ/edit
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